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　Dokkyo	Journal	of	Medical	Sciences	Vol.39,	No3（獨協医
学会雑誌　第39巻3号）をお届けします．
　今回は，特集として「災害医療」を企画しました．誰も経
験したことのない未曾有の大災害と呼ばれた東日本大震災か
らすでに1年半が過ぎようとしています．あの世紀末の訪れ
かとも思える津波の恐ろしい光景は，脳裏にしっかり焼き付
いているし，なんとも言えない心の痛みや不安感は消えては
いません．被災地は，いまだがれきの山が残っており，放射
能で汚染された地域の除染もまだ，十分に進んでいません．
しかし，これほど圧倒的な出来事も少しずつではあるけれど
記憶が風化し始めていることも否定できません．人類の滅亡
さえも危惧された原発事故も状況把握さえ，まだ十分にでき
ていないのに，新たな原発建設工事が再開されたという最近
のニュースには，唖然とするばかりです．大災害にあたり，
我々は多くのことを経験し，多くのことを考えたと思います．
この経験を今後に生かすためには，この事実を，しっかりと
記録し後生に伝えることやこの経験から得た教訓や今後の対
策をきちっと議論し，記録に残す必要があると思います．
　このような目的で今回の特集“災害医療”が企画されまし
た．栃木県も東北地方に比べれば被害は少なかったものの，
県北を中心に少なからず直接被害を受けました．東北地方の
被害には比べようもありませんが，大学の私の部屋は，スチ
ール書棚が倒れ，天井に突き刺さり，書籍が床一面を埋め尽
くし，ドアが開かず部屋に入ることができない状況でしたし，
家に帰ってみると外の水道管が破裂し，周りが水浸しになっ
ていました．地震や津波による被害に加えて，原発事故によ
る放射能汚染という大惨事が起きて，隣県である栃木県もか
なり影響を受けました．このような事態の中，避難患者の受
け入れや被災地の支援活動など様々な形で本学も災害医療に
関わってきました．ひとたび災害が発生すれば，大学病院そ
のもの，そして患者とスタッフの安全を確保しなければなら
ないし，診療・看護業務の円滑な遂行を維持しなければなり
ません．その上で，被災患者の受け入れや災害支援活動への
協力とやらなければ行けないことが多数あります．これを円
滑に行うためには，災害対策マニュアルを作成し，シミュレ
ーションを行うなど，日頃の準備が重要です．本特集が，今
回の大震災がもたらした多くの教訓を次に生かすための一助
になれば，幸いです．	 （石井芳樹）
? ? ? ?
